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組
合
旗
に
書
か
れ
て
い
る
言
葉
。
戦

争
か
ら
長
い
月
日
が
経
過
し
平
和
な
世

の
中
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
言
葉
も
過

去
の
も
の
…
と
思
っ
て
い
た
の
も
、
ち

ょ
っ
と
前
ま
で
の
コ
ト
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容
認

を
目
指
す
安
倍
内
閣
は
、
時
の
政
府
に

よ
る
閣
議
決
定
に
よ
り
、
そ
れ
を
現
実

の
も
の
に
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

 

自
衛
権
と
い
う
考
え
方
に
は
ふ
た
つ

あ
り
ま
す
。「
個
別
的
自
衛
権
」
と
「
集

団
的
自
衛
権
」
で
す
。 

尖
閣
諸
島
や
北
朝
鮮
な
ど
、
日
本
近
海
の
不

安
定
な
情
勢
な
ど
を
根
拠
と
し
て
集
団
的
自
衛

権
の
必
要
性
を
訴
え
る
声
が
高
ま
り
つ
つ
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
は
集
団
的
自
衛
権
と
は

関
係
の
な
い
「
個
別
的
自
衛
権
」
の
問
題
で
す
。 

論
理
的
に
考
え
る
と
、
集
団
的
自
衛
権
と
い

う
考
え
方
は
現
実
的
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

             

歴
史
的
に
、
集
団
的
自
衛
権
が
行
使
さ
れ
る

場
合
と
い
う
の
は
、
国
連
や
国
際
社
会
か
ら
批

判
さ
れ
る
中
で
、
大
国
が
他
国
に
軍
事
介
入
す

る
場
合
な
の
で
す
。 
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教
育
委
員
会
制
度
改
革
は
、
国
に
よ
る
教
育

統
制
を
可
能
と
す
る
大
き
な
制
度
転
換
で
す
。

私
た
ち
が
願
う
民
主
的
学
校
づ
く
り
の
営
み
と

相
容
れ
な
い
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

戦
後
、
教
育
委
員
会
制
度
は
、
地
方
教
育
行

政
の
中
立
性
・
安
定
性
・
継
続
性
を
確
保
す
る

た
め
、
首
長
か
ら
独
立
し
た
も
の
と
し
て
確
立

さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。
今
回
の
改
正
は
、
教

育
に
お
け
る
地
方
教
育
行
政
の
自
主
的
権
限
を

奪
い
、
子
ど
も
た
ち
の
成
長
発
達
を
保
障
す
る

教
育
か
ら
国
や
政
治
家
の
意
向
に
沿
っ
た
教
育

へ
と
転
換
を
す
る
も
の
で
す
。 

 

神
奈
川
県
の
主
婦
の
発
案
で
、
憲
法
９
条
を

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
に
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
あ

り
ま
す
。
二
〇
一
三
年
五
月
に
署
名
サ
イ
ト
を

立
ち
上
げ
、
五
日
間
で
一
五
〇
〇
人
の
署
名
が

集
ま
っ
た
と
の
こ
と
。
そ
し
て
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー

の
ノ
ー
ベ
ル
委
員
会
か
ら
推
薦
を
受
理
し
た
と

の
連
絡
が
あ
っ
た
こ
と
が
四
月
一
一
日
の
朝
日

新
聞
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
考
え
を
明
ら
か
に

声
を
集
め
る
こ
と
の
意
義
を
感
じ
ま
す
。 

  憲
法
と
教
育
に
つ
い
て
学
ぶ 

学
習
会
を
組
織
し
よ
う 

 

各
地
域
で
身
近
な
仲
間
と
学
ぶ
学
習
会
を
組

織
し
ま
す
。
憲
法
と
平
和
・
教
育
の
こ
と
を
語

り
合
う
機
会
に
集
い
ま
し
ょ
う
。 

 ふ
た
つ
の
署
名
で
、 

私
た
ち
の
声
を
届
け
よ
う
。 

政
府
・
自
民
党
は
私
た
ち
の
願
い
を
無
視
す

る
教
育
政
策
を
進
め
ま
す
。
国
の
責
任
に
よ
る

少
人
数
学
級
の
実
現
を
は
じ
め
と
す
る
教
育
条

件
整
備
を
求
め
る
「
え
が
お
署
名
」、
教
育
委
員

会
制
度
の
改
正
に
反
対
す
る
「
緊
急
署
名
」
に

と
り
く
み
ま
し
ょ
う
。 

 

個別的自衛権…国家が自国
に対する武力攻撃に対し、実
力をもって阻止する権利（日本

国憲法の下で、個別的自衛権を行使できる

かについて意見は分かれています） 

集団的自衛権…自国と密接
な関係にある外国に対する
武力攻撃を自国が直接攻撃
されていないにも関わらず、
実力を持って阻止する権利
（政府見解） 

明日の自由を守る若手弁護士の会資料より抜粋 

関係悪化 

同盟 
関係 リスさんが鹿さんに

やられそうです。話し

合いで相互に解決し

ようとしたところに、 

熊さんが来て「オレが鹿をやっつ

けてやる」と、関係ないのに襲い

かかろうとしています。これが、

集団的自衛権です。 

教育委員会制度改革のイメージ 
教育長の任期が３年になり、首長主導の「総合
教育会議」ができる。 

５
月
６
日
は
原
水
爆
国
民
平

和
大
行
進
の
礼
文
・
稚
内
集
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
礼
文
で
の
出
発

式
に
は
、
各
分
会
か
ら
先
生
方
が

集
ま
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
ま

た
、
稚
内
で
も
稚
内
支
部
執
行
部

が
中
心
に
な
っ
て
集
会
を
動
か
し
て
い
ま
し

た
。
平
和
に
つ
い
て
考
え
る
だ
け
で
な
く
、
宗

谷
教
組
の
元
気
な
様
子
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
た
連
休
で
し
た
。 

 


